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  眩しくきらめく太陽に 

向日葵の鮮やかな黄 
蝉たちのにぎやかな声 
青空に湧き上がる入道雲 
 
今年の夏は夏らしい 
連日の猛暑に 汗をにじませながら 
冷たいもののおいしさを味わい 
吹き抜ける風に感じる涼 

    
夕方 いつの間にか掻き曇り 
響きはじめる雷鳴 縦に裂ける稲妻 
そして 大粒の激しい雨 
ゆうだち 夕立 
 
いつになく夏を満喫した日々も 
夜半の虫の音に秋の気配を感じる季節となった 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

季刊 季刊 
 

 
 

あ
ら
か
る
と 
 今

年
の
夏
も
、
七
月
二
十
七
・
二
十
八
日
の
両
日
、
鹿
児
島

市
で
「
第
十
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て

八
月
二
日
（
火
）
・
三
日
（
水
）
帯
広
市
で
「
第
四
十
八
回
全

国
新
聞
教
育
研
究
大
会
・
十
勝
・
帯
広
大
会
」
が
行
わ
れ
た
。

帯
広
で
は
十
年
前
に
も
開
催
し
て
お
り
二
度
目
の
参
加
に
恵

ま
れ
た
。
北
海
道
は
知
床
が
世
界
自
然
遺
産
登
録
も
あ
り
、
観

光
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
（
内
容
は
す
で
に
各
紙
詳
報
） 

 

全
新
研
帯
広
大
会
の
大
会
主
題
『
学
習
意
欲
を
喚
起
し
、
生

き
る
力
を
育
て
る
新
聞
教
育
―
分
析
、
活
用
、
発
信
を
通
し
て

ー
』
は
次
の
二
点
を
め
ざ
し
て
い
る
。
①
新
聞
か
ら
得
た
新
し

い
情
報
が
、
学
習
に
正
当
性
や
妥
当
性
を
あ
た
え
、
児
童
生
徒

の
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
。
②
新
聞
に
親
し
む
こ
と
か

、
一
般
的
な
情
報
を
自
分
に
意
味
あ
る
情
報
と
し
、
学
校
の

な
ら
ず
様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
る
こ
と
。 

ま
た
、
新
聞
教
育
の
具
体
的
な
学
習
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
新

活
用
学
習
・
新
聞
づ
く
り
・
新
聞
機
能
学
習
」
の
有
機
的
な

連
を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
提
言
が
な
さ
れ
て

た
。
す
な
わ
ち
、
①
情
報
を
自
ら
の
学
び
に
か
え
る
こ
と
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
成
し
、
③
活
字
離
れ
を
食
い
止
め
、

ら
に
新
聞
独
自
の
役
割
か
ら
「
新
聞
づ
く
り
は
仲
間
づ
く

」
で
あ
り
「
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
す
る
心
を
培

」
教
育
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。 

八
月
二
十
日
・
二
十
一
日
滝
沢
村
で
全
日
本
剣
道
連
盟
主
催

道
地
区
講
習
会
を
見
学
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
基
本
十
二

、
制
定
形
十
二
本
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
る
、
基
本
を
大
切

す
る
講
習
会
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
教
育
の
源
流
を
見
る
思

が
し
た
。 

平

ぴ

    編集後記 

まうすりい）⑤ぴぴっと相談室（子育て・新聞づくり企画アドバイス）⑥広報活動（会報＆ホームページWWW.npo2000.net/ppt/等々） 
ＮＯ.１９ 夏号 
成 1７年８月３１日 

発 行 
ぴっと（PPT）研究会
Ｐ１   味あらかると 
Ｐ２   子どもの心を耕す読書のすすめ・ 
     さんやそう 

Ｐ３   虹のひろば 
Ｐ４～５ 子どもぴぴっとクラブ通信 
Ｐ６   活動のヒントに 
Ｐ７   まうすりいだより⑪ 
Ｐ８   新聞まめちしき・夏だより・ 
ぴぴっと(ＰＰＴ)研究会主な活動：①新聞関係各種講習会②子どもぴぴっとクラブ③ぴよぴよぴぴっとクラブ④新聞を読んで今を語る会(通称：
らみ聞関い②さりう
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想像力・夢を育む絵本の読み聞かせを  
 

     
     
 
 
 
 
 
 

＜対象：2歳～小学校低学年＞ 
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 説明

る日本

のもの

花菖蒲

株を平

   

空を

がわく

子ど

次々に

文字

りかけ

変化す

りん

いく赤

ができ

想像

想像力・夢を育む絵本の読み聞かせ
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「あかいふうせん」 

飛んでいる風船は、大人にとってもなんとなく心

わくします。 
もがふくらませた赤い風船が、空に舞い上がり

変化していく。 
は書かれていませんが、子どもたちは読み手の語

に対して、絵を見ながら風船が次のページで何に

るか、目を輝かせながら反応してくれます。 
ご・・ちょうちょ・・風車・・かさ と変化して

い風船。 文字がなくても童心に返って語りかけ

る絵本。 
力・夢を育む絵本として大切にしています。 
  

                         

                      
                          

                      見  

では乙女にダブらせたのか、“ショドメッコ”という。

とんど見られない。 
書によると、花菖蒲は江戸時代から改良が進み、多くの

人好みの花だという。野花菖蒲は、その原種。一般に赤

は黄菖蒲という。菖蒲と書いてアヤメとも読むそうだ

には入っていないことでその違いが分かる。咲き終わ

鉢に植え、根元には山苔を添える。「野花菖蒲は一輪が

                       （文・

（7月 沢内村教研にて 実践） 

野花菖蒲（ノハナショウブ） 

２ 
   さんやそう 
 
 梅雨。この時期、水を十分得た野山の草

木は成長著しく田んぼの緑も深くなる。勢

い、お百姓さんたちも畦の草刈に忙しく、

早朝からエンジン音がにぎやかで絶えない。 
見事にきれいになった畦に、一輪の花が刈

り残されている。まるで「和服を着た女性

が蛇の目傘を差してそっとただずんでい

る」そんな光景を連想させる花、それが野

花菖蒲だ。 
圃場整備の進んだ今日、写真のよう群生 

種類がこの時期の菖蒲園をにぎわしてい 
紫色であるが、青色も珍しくない。黄色 
が、アヤメには網目模様が入っており、野

った株には、来年の新芽が一つあり、その

よい」山野草専門家のアドバイスである。 
写真提供  沢内村 大石 信夫 氏） 



                沢内村川舟保育所 

                              所長 佐藤 りき子 
 

 
一石二鳥・三鳥・・・となった ワークステーションでの 

      

 
 
 
 

 
 
 
 
これは、6月 13日４～５歳児がワークス 

テーションでつくったパンを家に持ち帰った 

時の家族の感想です。 

 

                          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          

 製作意欲・食欲・地域交流にもつながり、まさに一石二

              （マキの母より）
                      
 かえるパンとても上手にできていました。私が

帰ってきたら見せるということで食べないで、そ

のまま置いててくれました。 
 私が帰ってくると「見て！カエルパンだよ！！」

と「食べていい？」と・・・見せるまで食べない

で待っていてくれた気持ちがとてもうれしかった

です。ほんとに上手に焼きあがってて思わず飾っ

ておきたくなりました。ほんとにマキも楽しかっ

たようです。よかったよかった！！ 
 
パンづくりに夢中に取り組む園児 
 国産無農薬の南部小麦粉（強力粉）と卵・牛乳・塩・砂糖そして秘密のタネ〈ルバンの酵母〉を混ぜたも

のを指導員さんより分けていただき、「綿みたい」「もちみたい」などといいながらクルクル丸めて「きょう

りゅうパン」「ケーキパン」「カエルパン」「ぎょうざパン」「ボールパン」「ぶたパン」「へびパン」「キャン

ディーパン」など、一人２ケずつ楽しそうにしかも真剣に粘土こねのようにして作りました。 
 また、材料には自分たちが散歩で摘んできたヨモギも入れてもらったりしました。 
 園に帰って、おひるねをしている間に焼きあがったパンは、（１～３歳児のパンも一緒に）届けていただ

き、午後のおやつとしてみんなでおいしくいただいきました。 自分たちで作ったパンは、いつにも増して

味わい深く感激している様子。何でも家におみやげにしたい子どもたち、もちろんこの日もパンの一部を家

へのおみやげとしたのでした。 
 本園では、ワークステーション製造のパンは、一週間に一度の割合でおやつに届けていただいています。

 特にも昨年度は、食物制限で卵を入れたパンを食べられない子どももいて、１ケでも２ケでも卵を入れな

いパンを特別に作っていただいたのです。さらには、子どもの口に合うようにやわらかくしていただいたり、

保育所の注文にも応じていただきました。おかげで、今年度は卵を制限する子どももいなくなりました。本

当にありがたかったです。 
 今年度は、ワークステーションでの田植えの交流の時には「田植え踊り」を通所者といっしょに演じたり

して知っている場所でもあり、また、かこ さとし著「カラスのパンやさん」の絵本を見たりしてパンを作

りたいという気持ちがふくらんだこともあり、思っていた以上に大喜びの活動ができました。 
 ワークステーションさんの心のこもったていねいな対応に感謝の気持ちでいっぱいでした。 
                 
鳥・三鳥・・となりました。 
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ト

な

に

の

思

た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 切ってみよう 
 
 

今年度も、1年生から 4年生の 25名の元気な子どもたちをむかえ、新たな活動が始まりまし
た。子どもぴぴっとクラブの活動も 4 年目に入り、今年度はスクラップに重点をおいた活動を
 

   つめてみよう 

初めに罫線や記事・写真・イラス

・４こまマンガ等々、新聞にはどん

要素があるかをみんなで考え、元気

意見を出し合いました。その後、スクラップ

基本となる題字や日付、新聞名を切り取り、

い思いにスクラップノートに貼っていまし

。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

していきたいと思っています。 

 
 
 

真と

 

 新聞から

真とおはなし

野球の選手

を利用する子

おはなしがで

には思わず脱

 
 
 

 三陸の爽やかなセリアンブルーの海が好き

どんな海がすき？ 
第１回 平成 17年 6月 11日開催 

 
 
 
 

丁寧に題字を切り取っています 
おはなし 

スクラップをした自分の好きな写

をします。 

とおはなしをする子、新聞の言葉

、それぞれ思い思いにたくさんの

きました。子どもたちのアイデア

帽です。 



手を真っ黒にして！でも楽しそう 

 
 
 

 

れはどこだⅠ･Ⅱ 

                 

渡されたプリントに載っているイ

写真・グラフ・記事等と同じものを新

し出す活動です。Ⅰでは見つけたら

Ⅱでは少し発展させてスクラップをし

 一人で黙々と探す子や友達と協力

子など様々です。でも、どの子も楽し

生懸命でした。 

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

力

こ

『これはどこだ』でぜ

んぶ見つけられなかっ

たけど、たのしかった

です。 
2年  男子

の
素
直
な
感
想

が
、
会
員
の
励
み

に
な
り
ま
す
。
ま

た
次
回
も
楽
し

い
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い

た
だ
い
ま
奮
闘

中
で
す
。 
 
 

小学生の子どもたちを対象に、遊びを通して新聞に親しみ、表現力や国語

を自然に身につけてもらおうと、ぴぴっと研究会が主催している会です。
            

ラストや

聞から探

印をつけ、

ます。 

して探す

そうで一

 

 

 
 
 

一生

いろ

がして

たです

いです

ちょ

しか見

楽しか

できて

 

子
ど
も
た
ち

 

第２回 平成 17年 7月 9日開催

懸命に探しています（これはどこだⅠ）
んな記事をさ

おもしろかっ

。またやりた

。4年 女子

楽しかった。こ

んどは何をやる

のか楽しみだ。

4年 男子 

っとむずかしかった。ちょっと

つけられなかった。でもとても

ったし、おもしろかったです。

よかった。  3年 女子 
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活 動 の ヒ ン に ！ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 私たち「ぴぴっと(PPT

っとクラブ』の参考にな

したが、今回岩手日報社

できました。 

パソコンがずらっと並ぶ机の上 

 

19-6 印刷技術の進歩も 
)研究会」では、年間5回開催してい

ればと、かねがね新聞社を見学した

の本社と制作センターを見学させて

制
作
セ
ン
タ
ー
で
は
人
の
姿
が
本
当

に
わ
ず
か
。
殆
ど
の
作
業
は
機
械

が
・
・
・
。
び
っ
く
り
で
し
た
。 

逆
に
パ
ソ
コ
ン
が
ま
だ
登
場
し
な
か
っ
た
時
代
の
新
聞
づ
く
り
の
苦
労

と
い
う
も
の
も
想
像
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 
 

る『子どもぴぴ

いと思っていま

いただくことが

初
め
て
新
聞
社
と
い
う
と
こ
ろ

パ
ソ
コ
ン
の
多
さ
で
し
た
。
と
に

く
し
て
は
で
き
な
い
仕
事
な
の
だ

ソ
コ
ン
の
お
か
げ
で
世
界
と
も
容

も
瞬
時
に
送
ら
れ
て
く
る
と
い
う

を
見
学
し
て
ま
ず
目
に
付
い
た
の
は
、

か
く
パ
ソ
コ
ン
だ
ら
け
。
パ
ソ
コ
ン
な

な
あ
と
い
う
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。
パ

易
に
つ
な
が
り
、
地
球
の
裏
側
の
記
事

の
で
す
。 



７ 

 

 

 

      
 

          ５０回目に集って 

 
  さる５月 10日、毎月第１火曜日に集う「新聞を読んで今を語る会（通称まうすりい）」が、５年目 
にして 50回目を迎えた。 
この小さな節目となったこの回は、通常の「新聞読者としてのディスカッション」という事に加えて、 
岩手日日新聞の北村記者を迎え「新聞の作り手としての話」を聴く機会ともなり、また双方の交流の場と 
もなった。 
  
参加した方の感想を少し‥‥ 

 
・新聞記者さんも色々と大変なんで

すね。取材の苦労話が聴けてよかっ

たです。 

 
・取材も新聞やテレビなどでそれぞ

れ違うことが分かりました。取材裏

話、とても参考になりました。 

 

・作り手の話を伺った後は、新聞の

見方が少し変わるかもしれません。

もう少し大事に新聞を扱おうかな。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   また、開催日前後には、同公民館 
 ロビーに「会報ぴぴっと」を創刊号 
 ～18号までの展示をさせて頂いた。 
 
 
  その後、6月の 51回目には 
沢内にまで足をのばし、遠足 
気分を味わいながらの楽しい 
会となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新聞を読んで今を語る会（通称まうすりい

べ、社会情勢から身近な出来事まで、いろいろ

しあって自分を高めていくことを願いスタート

すりい」を開始。平成 1７年８月で 53回を数
 
 毎月第 2火曜日、10時から 12時まで北
参加希望者はどなたでも大歓迎！！ 
〈平成 17年 5月 11日（水） 岩手日日〉
７     

）は、「ちょと知的な井戸端会議」を合言葉に複数の新聞を読み比

な事柄について楽しくディスカッションしながら、おたがい刺激

した会である。ぴぴっと研究会では、平成 13年 4月より「まう
える。 

上市立黒沢尻北公民館を会場に開催中。 
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
会
員
が
交
代
で
担
当
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

反
日
デ
モ
や
竹
島
の
騒
ぎ 

 
 

自
分
の
国
籍
を
知
っ
た
ト
ク
ち
ゃ
ん 

 

努
力
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。 

 
 

に
な
り
ま
し
た
。 

を
目
に
す
る
と
思
い
出
す
の
は

 

は
、
そ
れ
か
ら
一
生
懸
命
祖
国
に
つ
い 

 
 

島
国
根
性
と
よ
く
言
う
け
れ
ど
、
本 

 
 
 

今
ト
ク
ち
ゃ
ん
は
念
願
の
祖

、

在
日
韓
国
人
の
ト
ク
ち
ゃ

 
 

て
知
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
恐
ら
く
必
死 

 

当
に
そ
れ
ま
で
自
分
の
生
ま
れ
た
国
の 

 
 

を
果
た
し
、
韓
国
の
ど
こ
か
で

ん
と

 
 
 
 

い
う
友
だ
ち
の
こ
と
で
す
。 

 
 
 

に
な
っ
て
日
本
人
に
な
ろ
う
と
し
た
両 
 

こ
と
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
私 

 
 

き
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

生

 
 

私
が
彼
女
か
ら
国
籍
の
こ
と
を
教
え
ら 

 

親
は
家
庭
の
中
で
韓
国
語
も
使
わ
ず
、 
 

も
、
ト
ク
ち
ゃ
ん
が
自
国
を
愛
す
る
姿 

 
 
 

韓
国
に
旅
行
し
た
時
に
何
年

 

れ
た
と
き
、
そ
れ
は
そ
れ
は
び
っ
く
り
し 

 

ト
ク
ち
ゃ
ん
は
韓
国
語
を
知
ら
な
い
ま 

 

を
見
て
初
め
て
、
日
本
と
い
う
国
を
意 

 
 

で
会
っ
た
ト
ク
ち
ゃ
ん
は
、
ペ

 

ま
し
た
。
見
か
け
は
何
も
か
わ
ら
な
い
の 

 

ま
育
っ
た
変
な
韓
国
人
で
し
た
。
ま
ず
、 

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

に
な
っ
た
韓
国
語
で
通
訳
し
た

 

に
、
全
く
違
っ
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が 

 

彼
女
は
人
に
付
い
て
韓
国
語
を
習
い
始 

 
 

ど
こ
か
の
国
の
よ
う
に
偏
っ
た
愛
国 

 
 

誇
ら
し
げ
に
韓
国
を
案
内
し
て

 

あ
っ
た
な
ん
て
・
・
・
。
彼
女
自
身
も
そ 

 

め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
同
じ
よ
う
な 

 

心
は
迷
惑
で
す
が
、
私
た
ち
日
本
人
て 

 
 

し
た
。
私
も
日
本
人
で
あ
る
こ

 

の
事
実
を
知
っ
た
の
は
大
分

 
 

在
日
韓
国
人
の
集
ま
り
に
も
顔
を
出
し 

 

も
っ
と
自
分
の
国
に
誇
り
を
持
っ
て
も 

 
 

界
に
誇
れ
る
よ
う
、
ぼ
ん
や

大
き
く
な
っ

り

 

て
か
ら
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

一
生
懸
命
本

 
 

う
よ
う 

 
 

い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

当
の
韓
国
人
に
な
ろ
う
と

い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト
ク
ち
ゃ
ん
の
こ
と

 新聞まめちしきその 18  新聞まめちしきその 18 

              

いつもの時間に新聞が届く

この当たり前のことのために、全国約 44 万

5000 人が今日も元気に走っています。

 約 5000 万部の新聞が、毎日、家庭やオフィスに届けら

れています。その数は全国で発行されている約 5300 万部

の 93.9％です。世界に誇る戸別配達制度を支えているの

は、おとな、中学生・高校生の新聞少年・少女をはじめ

男女合わせて約 44万 5000 人の人たちです。

 いつもの時間に確実に新聞をお届けできるのも、彼ら

の頑張りがあってこそ。そんな彼らを見かけたら、笑顔

と激励の言葉をよろしくお願いいたします。

（朝日新聞 2005．8.18「日本新聞協会」の広告より）

編集後記  

 近年、異常気象ばかりが続いて、この

ままでは異常気象が平年並みにとって

かわってしまうのでは・・・？、そうな

ると異常気象が平年並みで、平年並みが

異常気象になってしまうのか・・・？と

ヘンな心配をしている昨今です。でも今

年の夏は平年並みに暑くて、暑いの大好

きな私は満足でした。だんだん収穫の秋

がやってきます。今度は太りすぎを心配

しなければなりません。あ～いそがし。

19‐
ご意見・ご感想をお待ちしております
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